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心臓の不整脈による突然死。

救うためには10分以内に心

臓へ電気ショックを与え、心

臓に正常な動きを戻す除細動

（じょさいどう）が必要といわ

れています。
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「
帰
宅
後
、胸
部
に
違
和
感
を
感
じ
る
。
以

前
も
同
様
の
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
病
院
で
も

異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
今
回

は
苦
し
み
に
耐
え
き
れ
な
い
」

　

平
成　

年
�
月
�
日
午
前
�
時　

分
、　

��

��

��

歳
男
性
家
族
か
ら
、
真
庭
市
消
防
本
部
通
信

指
令
室
に
救
急
出
動
要
請
が
入
っ
た
。
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救
急
車
が
現
場
に
到
着
。
救
急
救
命
士
ら

隊
員
が
玄
関
を
入
る
と
、
男
性
は
顔
面
蒼
白

と
な
り
居
間
で
仰
向
け
に
な
っ
て
い
た
。
男

性
は
、胸
部
の
苦
し
み
を
救
命
士
に
訴
え
る
。

救
命
士
は
直
ち
に
携
帯
心
電
計
で
男
性
を
モ

ニ
タ
ー
す
る
。
波
形
は
心
筋
梗
塞
に
よ
く
見

ら
れ
る
形
を
示
し
て
い
た
。
一
分
一
秒
を
争

う
。
救
急
救
命
士
は
家
族
に
緊
急
搬
送
の
旨

を
告
げ
た
。
救
急
車
は
玄
関
か
ら　

㍍
先
に

��

停
車
し
て
い
た
が
、
傷
病
者
搬
送
用
の
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
は
玄
関
先
ま
で
し
か
入
ら
な

い
。
男
性
は
巻
担
架
で
玄
関
先
ま
で
運
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
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玄
関
先
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
乗
せ
た
と

こ
ろ
で
、
男
性
の
容
態
が
急
変
し
た
。
全
身

が
け
い
れ
ん
し
意
識
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

救
命
士
が
呼
吸
、
脈
拍
を
確
認
す
る
。
男
性

は
心
肺
停
止
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。

生 
死 
を 
分
け 
た 
��
分 
間

�
�
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男
性
を
収
容
と
同
時
に
救
急
車
は
出
発
す

る
。
同
時
に
、
救
命
士
は
、
心
電
図
波
形
か

ら
心
室
の
細
動
（
※
け
い
れ
ん
）
を
取
り
除

く
必
要
が
あ
る
と
判
断
。
除
細
動
器
を
充
電

す
る
。
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除
細
動
器
で
男
性
の
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
の
心

臓
の
細
動
は
取
り
除
か
れ
静
止
状
態
へ
。
直

ち
に
心
肺
蘇
生
法
が
行
わ
れ
た
。
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ　

回
、
人
工
呼
吸
�
回
の
�
サ
イ
ク

��

ル
。
水
平
に
近
く
な
っ
て
い
た
心
電
図
の
波

形
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
正
常
波
形
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
心
肺
蘇
生
は
続

け
ら
れ
た
。
す
る
と
、
脈
拍
は
手
首
で
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、

男
性
の
呼
吸
と
意
識
は
戻
ら
な
い
。
救
急
救

命
士
の
人
工
呼
吸
が
続
く
。ま
も
な
く
し
て
、

男
性
に
呼
吸
が
戻
っ
た
。
さ
ら
に
、
救
急
隊

員
が
呼
び
か
け
る
声
に
、
男
性
は
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
目
を
あ
け
、
反
応
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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救
急
車
が
病
院
に
到
着
。
男
性
は
直
ち
に

処
置
室
に
運
ば
れ
る
。
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救
急
救
命
士
は
、
ド
ク
タ
ー
に
救
急
車
内

で
の
状
況
を
報
告
し
、
男
性
の
処
置
を
引
き

継
い
だ
。

　

そ
の
朝
、
津
山
市
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

に
転
送
さ
れ
、
緊
急
手
術
と
な
っ
た
男
性
。

危
機
を
回
避
し
、
一
命
を
取
り
留
め
た
。
そ

の
後
は
順
調
に
回
復
し
、
社
会
復
帰
を
果
た

し
て
い
る
。

��������	

　

「
運
ぶ
だ
け
の
救
急
隊
か
ら
、医
師
の
指
示
を
受

け
て
、ま
た
、独
自
の
判
断
で
応
急
手
当
を
施
す
こ

と
が
で
き
る
救
急
救
命
士
の
い
る
救
急
隊
へ
」。

　

か
つ
て
は
、医
療
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
現
場
で
の
救
命
行
為
が
救
急
救
命
士
の
処

置
と
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
３
年
か

ら
の
こ
と
。そ
し
て
、
昨
年
の
７
月
か
ら
は
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
が
一
般
の
方
で
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

突
然
死
か
ら
救
え

突 
然 
死 
か 
ら 
救 
え
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正常な波形

れ
ん
れ
ん 

ささ

杜杜市市のの明明日日をを考考ええるる

救命編救命編
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心
臓
停
止
に
よ
る
突
然
の
死
。
全

国
で
は
、
こ
の
疾
患
が
、
年
間
推
定

で
�
万
件
（
※
病
院
外
で
）
も
起
き

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
平
成
�
年
以
前
の

救
急
隊
出
動
で
は
、
心
肺
停
止
状
態

で
運
ば
れ
る
傷
病
者
に
対
し
て
救
急

隊
員
が
行
え
る
処
置
は
、
気
道
確
保

や
酸
素
吸
入
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
に
と
ど
ま
り
、
医
療
行
為
と
さ
れ

て
い
た
機
器
を
使
っ
た
処
置
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

そ
の
状
況
に
対
応
す
る
装
備
が
積
載

さ
れ
た
救
急
車
も
全
国
的
に
少
な

く
、
多
く
の
尊
い
命
が
救
急
隊
員
の

目
の
前
で
失
わ
れ
て
い
く
状
態
が
あ

り
ま
し
た
。

　

「
助
か
る
命
は
助
け
た
い
」。
や
が

て
、
全
国
的
に
高
ま
っ
た
救
急
現
場

か
ら
の
声
は
、
平
成
�
年
�
月
の
救

急
救
命
士
法
施
行
へ
と
結
び
つ
き
ま

す
。

　

そ
し
て
、
平
成　

年
か
ら
は
、
医

��

師
の
包
括
的
指
示
と
し
て
、
救
急
救

命
士
が
独
自
判
断
で
除
細
動
器
を
使

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

�
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��

じ
ょ 

さ
い 

ど
う 

き

　

心
臓
の
不
整
脈
は
、
心
臓
を
流
れ

る
電
気
が
乱
れ
、
血
液
を
送
り
出
す

た
め
の
心
臓
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
収
縮

が
行
え
な
く
な
る
こ
と
で
起
こ
り
ま

す
。
こ
れ
が
、
心
臓
の
電
気
的
故
障

と
も
呼
べ
る
心
室
細
動
と
い
う
不
整

脈
の
実
態
で
す
。
こ
の
突
然
の
症
状

は
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
ば
か
り
で

な
く
、
脳
に
酸
素
を
送
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
も
引
き
起
こ
す
た
め
、

時
間
の
経
過
は
、
生
命
は
助
か
っ
て

も
深
刻
な
後
遺
症
を
残
し
て
し
ま
う

可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
心
室
細
動
、
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
と
正
常
な
動
き
に
戻
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
身
体
に
与
え
、
心
臓
に
規

則
正
し
い
動
き
を
取
り
戻
す
機
器
が

除
細
動
器
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
除
細
動
器
の
使
用
が

必
要
な
場
合
と
い
う
の
は
、
一
分
一

秒
を
争
う
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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真
庭
市
消
防
本
部
（
当
時
は
真
庭

広
域
連
合
）
で
は
、
第
�
号
の
救
急

救
命
士
が
平
成
�
年
に
誕
生
。
現
在

で
は
真
庭
市
消
防
本
部
に
所
属
す
る

救
急
救
命
士
の
数
は　

人
と
な
り
、

��

救
急
出
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
平
成　

年
に
は
除
細
動
器

��

や
心
臓
波
計
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
積
載

し
た
高
規
格
救
急
車
一
台
を
、
真
庭

消
防
署
本
署
に
初
め
て
導
入
。
平
成

　

年
に
は
�
台
目
を
蒜
山
分
署
に
導

��入
。
今
年
度
は
湯
原
分
署
へ
導
入
の

運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
救
急
救
命
士
の
判
断
で

除
細
動
器
使
用
が
認
め
ら
れ
た
平
成

　

年
以
降
、
真
庭
消
防
署
管
内
で
は

���
名
の
命
が
除
細
動
器
使
用
で
救
わ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

高規格救急車内部

救急救命士は、呼吸

困難に陥った傷病者

に気管挿管を行うこ

ともできる

もしも通報し て い なかったら
野村一富さん・二子さんご夫妻（江川）

心室細動の波形
（※心臓がけいれん状態）

除細動器使用
（※電気ショック）

　特に医師から注意を受けたこともありませんでしたので、胸が苦

しいと感じた当初は、妻と一緒に病院へ向かうつもりでした。徐々

に身体を動かすことが苦しくなり、救急隊へ通報したところまでは

覚えていますが、あとで心停止にまでなっていたと聞きました。も

しも、救急隊の処置がなかったら、今、自分はこうして生きていなか

っただろうと思います。救命士の皆さんには大変感謝しています。



れ
て
お
り
、
�
名
と
も
社
会
復
帰
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

日
進
月
歩
す
る
医
療
技
術
や
機

器
。
救
急
現
場
に
臨
む
救
命
士
に
も

技
術
レ
ベ
ル
向
上
は
常
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
必
要
不
可
欠
な

技
術
研
修
な
ど
は
、
医
療
機
関
と
の

連
係
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
保
た

れ
ま
す
。

　

平
成　

年
�
月
、
こ
の
連
係
を
さ

��

ら
に
深
め
る
た
め
、
津
山
・
真
庭
・

美
作
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協

議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協

議
会
で
は
、
①
救
急
病
院
医
師
か
ら

の
救
命
士
に
対
す
る
指
示
②
救
急
隊

員
に
対
す
る
指
導
・
助
言
③
事
後
検

証
体
制
の
充
実
④
救
命
士
研
修
の
充

実
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
救
命
士
自

身
が
救
命
処
置
を
振
り
返
り
、
自
己

の
技
術
を
磨
く
環
境
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
救
急
救
命
隊
と
医
療
機
関
と

の
迅
速
な
連
係
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
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医師の指導を受ける救急救命士
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心
室
細
動
の
よ
う
な
場
合
、
�
分

経
過
す
る
ご
と
に
助
か
る
確
率
は
�

〜　

％
ず
つ
失
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て

��
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
一
刻
を
争
う

救
命
措
置
が
必
要
な
場
合
、
救
急
隊

が
現
場
へ
到
着
す
る
ま
で
に
、
ど
う

し
て
も
か
か
っ
て
し
ま
う
時
間
は
、

大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
間
の
間
に
現
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
適
切
な
応
急

手
当
（
心
肺
蘇
生
法
な
ど
）
を
行
い
、

次
の
鎖
の
輪
、
到
着
し
た
救
急
隊
へ

と
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
次
の
鎖
の
輪
、

医
師
の
処
置
へ
と
速
や
か
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
心
停
止
に

　

搬
送
中
の
傷
病
者
の
容
態
が
急
変
し
た

と
き
、
助
け
た
い
と
思
う
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
で
す
が
、
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
時
間
が
空
白
の
時
間
と
な
っ
て
し

ま
い
、
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
思
い
を
幾
度
も
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
�
月
�
日
の
事
例
の
場
合

��

は
、
あ
と　

分
現
場
到
着
が
遅
れ
、
除
細

��

動
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
危
険
な
状
態

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
救
命
の
連
鎖
は
と

ぎ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
も

病
院
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

に
も
空
白
の
時
間
を
埋
め
る
た
め
に
、
講

習
会
で
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

途切れること
のない救命の
連鎖を

真庭消防署 美新分署

野村尚文 救急救命士
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�
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�
�
�
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AED（自動体外式除細動器）の使用方法 （※詳細は講習会で）

①AEDの電源を入れる。
操作方法を指示する音声
が自動的に流れ始めるの
で指示に従います。

②指示に従い胸部を裸に
した傷病者に、電極パッド
の粘着面を貼ります。Ａ
ＥＤが心電図を解析。

③除細動が必要な場合、
メッセージが流れます。
行う場合は周囲の人に
「離れて」と指示します。

④除細動（電気ショック）
ボタンを押します。必要
ない場合、充電はされま
せん。



特定医療法人 緑壮会
金田病院
脳神経外科医長
（救急総括医長兼務）

木下公久 医師
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な
っ
た
人
で
も
助
か
る
可
能
性
、
救

命
率
は
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器 

�
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除
細
動
器
の
簡
易
版
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
が
、
昨
年

の
�
月
か
ら
一
般
の
方
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
、
救
命
士
、
医
師
、
客

室
乗
務
員
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
。
一
般
者
用
に
、
音
声

で
使
用
手
順
が
機
器
か
ら
流
れ
、
そ

の
指
示
通
り
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
の
命
が
か
か
っ
た
と

っ
さ
の
場
合
に
、
慌
て
ず
音
声
指
示

通
り
に
処
置
す
る
た
め
に
は
、
機
器

に
実
際
に
触
れ
て
慣
れ
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�

　

真
庭
市
消
防
本
部
で
は
、「
助
か
る

命
は
助
け
た
い
」
を
合
い
言
葉
に
、

平
成
�
年
か
ら
普
通
救
命
講
習
会
を

続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
延
べ
�
、

�
�
�
人
の
皆
さ
ん
が
受
講
し
ま
し

た
。
普
通
救
命
講
習
会
は
、
今
後
も

希
望
す
る
地
域
や
団
体
を
対
象
に
開

催
し
て
い
き
ま
す
。
講
習
会
で
は
、

心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
ほ
か
、
実
際
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
方
法
を
学
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
真
庭
市
消
防
本
部
、
真
庭

消
防
署
本
署
で
は
、
申
し
込
み
を
す

れ
ば
、
一
人
か
ら
で
も
普
通
救
命
講

習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

岡
山
県
下
で
は
、
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
国
体
を
機
会
に
、
会
場
で
の
万

一
に
備
え
て
自
動
体
外
除
式
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
配
備
が
進
む
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
一
家
に
�
人
は
家
庭
救
命
士
」。

そ
し
て
、「
救
命
の
連
鎖
で
、
�
人
で

も
多
く
の
助
か
る
命
を
助
け
て
い

く
」。

　

真
庭
市
消
防
本
部
で
は
、
新
し
い

救
急
救
命
士
養
成
を
続
け
る
と
と
も

に
、
�
人
で
も
多
く
の
市
民
皆
さ
ん

に
救
命
講
習
会
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
救
急
救
命
士
が
救
急
の
現
場
で
行
う

特
定
（
医
療
）
行
為
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
、
病
院
で
行
っ
て
い
た
治
療

が
救
急
隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
病
院
と
救
急
現
場
と
の
垣
根
が
低
く

な
っ
た
よ
う
な
感
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
う
な
る
と
、
救
急
救
命
士
の
行

う
医
療
行
為
に
対
し
て
誰
が
責
任
を
持
つ
の
か

と
い
う
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
救
急

救
命
士
の
医
療
活
動
の
質
を
組
織
的
に
医
学
的

見
地
か
ら
保
障
す
る
た
め
に
津
山
・
真
庭
・
美

作
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
�
次
医
療
圏
＝
津

山
・
真
庭
・
美
作
の
中
で
、
救
急
救
命
士
に
指

示
、
検
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
医
師
が
任
命

さ
れ
、
病
院
の
指
定
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
体
制
の
中
で
、
救
命
士
、
医
師
相

互
の
研
修
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
方
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
、
救
命
の
連

鎖
の
内
容
に
変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除
細
動
が
、
救
急
隊
に
引
き
継

ぐ
よ
り
前
に
入
る
鎖
の
輪
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
一
家
に
一
台
あ
る
消
火
器
と
同

じ
よ
う
に
普
及
し
、
万
一
の
場
合
使
用
で
き
る

環
境
が
整
う
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
た
だ
し
、

心
電
図
を
解
析
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
、
除
細
動
は
不

要
と
判
断
し
た
と
き
に
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
心
肺
蘇
生
法
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
真

庭
市
民
の
皆
さ
ん
が
正
し
い
心
肺
蘇
生
法
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
普
通
救
命
講
習
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

普通救命講習会の受講を

突然死から救え突 然 死 か ら 救 え

��������
�����

れんれん ささ

普通救命講習会申し込みは

真庭市消防本部警防課まで
真庭市惣２５４―８　
℡ ０８６７―４２―１ １ ９ ０

毎月第２日曜日、午前９時～正
午（３時間講習）は定期開催中

①通報 ②応急手当 ③救急処置 ④医療処置
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平成��年　真庭圏域��町村合併研究会

平成��年　真庭地域任意合併協議会

同年�月　真庭市構想研究会

同年�月　真庭地域合併協議会

平成��年　真庭市誕生

真庭市合併記念式典開催
合併協議に携わった多くの皆さんに

感謝の意を込め式辞を述べる井手真庭市長
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満席となった会場
　

オープニングは勝山二万三千石
櫓太鼓の演奏で
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県
道
北
房
川
上
線
に
野
土
路
ト
ン
ネ
ル
開
通

　

�
月
�
日
、
県
道
北
房
川
上
線
、
真
庭
市
と
新

庄
村
を
結
ぶ
ル
ー
ト
（
蒜
山
本
茅
部
）
に
野
土
路

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
内
（
旧
川
上
村
）
と
新
庄
村
と

の
境
界
に
あ
る
野
土
路
峠
を
通
っ
て
い
た
こ
の
ル

ー
ト
。
道
路
幅
は
狭
く
急 
勾 
配
で
、
冬
季
は
積
雪

こ
う

の
た
め
通
行
止
め
と
な
る
な
ど
、
地
域
間
交
流
の

大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
通
し
た
ト
ン
ネ
ル
部
分
を
含
め
た
県
道
の
改

良
部
分
は
、
平
成
�
年
度
か
ら
事
業
が
始
ま
り
総

事
業
費
は
約　

億
円
で
延
長
は
�
・ 　

㌔
。
う
ち
、

��

��

�
㌔
を
幅
員
�
・ 

�
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
部（
車
道
部

�
・ 

�
㍍
×
�
、
歩
道
部
�
・ 　

×
�
、
事
業
費

��

約　

億
円
）
が
占
め
ま
す
。

��

　

積
雪
時
の
通
行
止
め
も
な
く
大
型
車
ま
で
常
時

通
行
可
能
な
ト
ン
ネ
ル
と
、
国
道
�
�
�
号
線
と

国
道
�
�
�
号
線
を
結
ぶ
県
道
が
改
良
さ
れ
ま
し

た
。
通
行
時
の
安
全
確
保
の
み
な
ら
ず
、
市
を
巡

る
回
廊
化
構
想
の
一
端
を
担
う
ル
ー
ト
の
一
部
と

し
て
、
地
域
へ
の
恩
恵
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■積雪時は通行不能

だった峠越えのルー

トが季節にかかわら

ず常時通行可能なト

ンネルになりました

川上地区側出入口から望む蒜山

�����
順不同・敬称略

（旧勝山町委員）

竹元　順一

福井　茂登洋

横山　正治

中島　浩一郎

池田　久美恵

（旧落合町委員）

石坂　伸治

安田　幸雄

国本　良彦

小林　淳一

榎原　紀美江

石原　剛志

（旧湯原町委員）

浜子　和夫

柴田　利男

植木　隆

小椋　裕二

小林　正子

��������	
������

��������������	
��

（旧久世町委員）

高田　浩一

岡�　陽輔

池町　誠二

有元　美都子

（旧美甘村委員）

山口　重城

池田　元久

山岡　宏充

樋口　忠正

横山　由江

（旧川上村委員）

芦立　紘一

筒井　彦二

西村　宏

山乗　立夫

蒔田　千世子

（旧八束村委員）

小谷　美博

小谷　保夫

藤木　　寛　　　（旧久世町長）

浅野　　實　　　（旧勝山町長）

辻　騏一郎　　　（旧落合町長）

池田　輝美　　　（旧湯原町長）

池田　文治　　　（旧美甘村長）

正富　毅（故人）（旧川上村長）

長綱　壽　　　　（旧八束村長）

藤原　一夫　　　（旧中和村長）

坂本　久太郎　　（旧北房町長）

高野　一男　　　（旧北房町長）

松葉　昇　　　　（旧勝山町議会議長）

宮本　繁　　　　（旧落合町議会議長）

池田　正行　　　（旧湯原町議会議長）

中尾　哲雄　　　（旧久世町議会議長）

光岡　富夫　　　（旧久世町議会議長）

松本　祐輔　　　（旧美甘村議会議長）

山乘　克美　　　（旧川上村議会議長）

小谷　孝佳　　　（旧八束村議会議長）

曽根田　勝治　　（旧中和村議会議長）

河部　辰夫　　　（旧北房町議会議長）

丸山　美砂子

井藤　文仁

長原　悠子

（旧中和村委員）

本田　稔

渡�　憲治

中谷　浩之

津村　章

実原　閑恵

（旧北房町委員）

南條　保之

原　秀樹

池田　喜久雄

上田　等

坂本　慶子

（各種団体選出）

赤木　敏浩

馬場　克之

石賀　久

植木　眞一
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市
民
皆
さ
ん
が
乗
り
込
み

舵
を
を
と
る
帆
船
、
「
真
庭

市
号
」
。
目
的
地
は
、
市
誕

生
前
に
策
定
さ
れ
た
新
市
建

設
計
画
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
真
庭
市
号
」

が
大
海
を
乗
り
切
り
目
的
地

に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
海

図
の
中
に
具
体
的
航
路
を
定

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
合
併
で
大
き
く
変
わ

っ
た
海
図
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
し

て
協
働
と
い
う
形
の
風
が
吹

か
な
け
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
難
所
も
あ
り
ま
す
。
計

画
策
定
と
い
う
名
前
の
航
路

図
づ
く
り
が
各
分
野
で
始
ま

り
ま
し
た
。

������

　

合
併
協
議
の
末
に
誕
生
し
た
真
庭
市
。
今

年
度
の
予
算
に
は
合
併
前
町
村
の
振
興
計
画

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
旧
町
村
の
境
界
が
な
く
な
っ
た

今
、
効
率
あ
る
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
今

一
度
、
内
部
に
向
け
て
も
外
部
に
向
け
て
も

市
全
体
の
将
来
像
を
明
確
に
す
る
計
画
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�
月
、「
真
庭
市
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る

た
め
、
市
職
員
で
組
織
す
る
「
総
合
計
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」、市
民
代
表
と
市
職
員

が
連
携
す
る
「
総
合
計
画
策
定
委
員
会
」・
市

内
の
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
「
総
合
計
画
審

議
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　　

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
市
職
員
代

表　

人
が
�
つ
の
小
委
員
会
に
所
属
し
て
、

��
そ
れ
ぞ
れ
担
当
事
務
の
専
門
的
分
野
か
ら
検

討
。「
策
定
委
員
会
」
に
は
、
市
職
員
に
加
え
、

市
内
各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た　

人
の
市
民

��

代
表
の
皆
さ
ん
が
参
画
。
こ
こ
で
検
討
さ
れ

る
計
画
素
案
に
は
、
市
民
代
表
策
定
委
員
の

ア
イ
デ
ア
と
職
員
の
専
門
的
な
知
識
を
織
り

交
ぜ
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
計
画
素
案
は
学
識
経
験
者
ら

　

人
で
構
成
さ
れ
る
「
審
議
会
」
に
市
長
が

��諮
問
し
、
審
議
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
市
議
会
に

議
案
上
程
し
、
議
決
と
な
れ
ば
総
合
計
画
と

し
て
決
定
し
ま
す
。

市
民
皆
さ
ん
の
参
画
を

　

市
で
は
こ
の
総
合
計
画
づ
く
り
に
並
行
し

て
、
委
員
以
外
の
市
民
皆
さ
ん
に
も
、
総
合

計
画
＝
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
と
も
に
考
え

て
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ネ
リ
ス

ト
を
交
え
た
�
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
、
市
長
と
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
開
催
、
ま
た
、
市

章
と
と
も
に
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

利
用
す
る
�
真
庭
市
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
�
も
募

集
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
総
合
計
画
策
定
に

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
の
、

第
１
回
企
画
と
し
て
左
記
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
��
	

構想は��年
　基本計画は ��年間
　　実施計画は ��年ごとの見直し

”

”

総合
計画

策定委員の皆さんに委嘱状を交付

町
村
の
枠
が
取
り
払
わ
れ
た
今

 
市 
の
視
点
で
将
来
計
画
を

�
帆
船
真
庭
市
号

大
航
海
に
向
け
た

航
路
図
づ
く
り



�

�

�� MANIWA

　

市
内
の
介
護
・
支
援
を
必
要
と
す
る
人（
認

定
者
）
の
数
は
�
、
�
�
�
人
。
ま
た
、
市
内

の
�
〜　

歳
人
口
が
�
、
�
�
�
人
に
対
し

��

　

歳
以
上
は
�
�
、
�
�
�
人
。増
加
す
る
介

��護
保
険
利
用
者
の
数
と
高
齢
化
率　

・
�
�

��

％
と
い
う
数
字
は
、
合
併
後
の
市
に
、
介
護

予
防
を
重
視
し
た
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
と

�
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
�を
採
り
入
れ
た
計

画
の
必
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

�
月　

日
、「
真
庭
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

��

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
第
�
回
策
定

委
員
会
を
市
役
所
落
合
庁
舎
で
開
催
。
こ
の

計
画
策
定
に
向
け
た　

名
の
皆
さ
ん
に
委
員

��

委
嘱
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

来
年
�
月
施
行
の
改
正
介
護
保
険
法
の
内
容
、

保
険
料
の
市
内
統
一
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計

画
を
年
度
内
に
策
定
。
市
長
に
答
申
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
介
護
予
防
策

医療・介護施設・市民代表が参画して策定します

　

高
度
情
報
化
社
会
。
民
間
に
よ
る
基
盤
整

備
が
進
ん
だ
都
市
部
。
民
間
整
備
が
期
待
で

き
に
く
い
地
方
。
情
報
環
境
較
差
は
、
経
済

効
果
面
だ
け
で
な
く
発
展
の
可
能
性
に
も
大

き
な
較
差
を
産
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
こ
の
較
差
を
埋
め
る
た
め

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
に
代
表
さ
れ
る
情
報
化

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
策
定
に
向
け
て

市
民
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、

事
業
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
�
月
は
湯
原
・

美
甘
・
勝
山
の
各
支
局
管
内
で
開
催
さ
れ
、

�
月
�
日
�
は
北
房
庁
舎
を
会
場
に
、
�
日

�
に
は
落
合
公
民
館
で
、
�
日
�
に
は
久
世

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
会
場
も

開
会
は
午
後
�
時　

分
か
ら
。
参
加
を
お
待

��

ち
し
て
い
ま
す
。

情
報
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ 
ィ
ン
グ

活発な意見が出た湯原会場

情報化
推進

高齢者
保健福祉
介護保険事業

��������	
��

杜市づくりシンポジウム
を開催します
第１回

��������	

�����年��月�日（土）

 （※十月八日は木の日）

会場  勝山文化センター

■��：��～　開会行事

真庭市課題提起ビデオ上映　

■��：��～

市長メッセージ

「真庭市総合計画策定に向けて」

　　　真庭市長　井手 紘一郎　

■��：��～

シンポジウム

テーマ「賑わいを考える」

市内各団体代表者をパネラーに迎えて　

■��：��　閉会
　

問い合わせ先

市役所企画振興部 杜市づくり推進課

����� ������������　
���� ������������

E-mail toshi@city．maniwa．lg．jp
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岡田 節二
（三坂）

久世地域

本山　茂
（上河内）

落合地域

根本 音一
（大庭）

落合地域

山崎　茂
（樫西）

久世地域

三浦 三郎
（中河内）

落合地域

石原 英幸
（田原山上）

落合地域

中尾 治重
（目木）

久世地域

高田 弘造
（田原）

落合地域

橋本 喬至
（鹿田）

落合地域

田中　實
（阿口）

北房地域

岡本 宗慈
（下中津井）

北房地域

松原　保
（久世）

久世地域

小寺 敏之
（中）

落合地域

西山 一男
（木山）

落合地域

坂本 秀直
（上水田）

北房地域

新田 武文
（五名）

北房地域

山根 貞夫
（神庭）

勝山地域

新後 信八
（富尾）

久世地域

竹中　満
（関）

落合地域

西尾 喜堯
（落合垂水）

落合地域

松本　勇
（上中津井）

北房地域

三村 泰�
（神代）

勝山地域

矢谷 光生
（三崎）

久世地域

小出 一博
（栗原）

落合地域

川� 澄夫
（開田）

落合地域

谷口 眞須美
（下呰部）

北房地域

  真庭市

���������
�������������������

　

在
任
特
例
期
間
満
了
に
と
も
な

う
、
真
庭
市
農
業
委
員
会
選
挙
の
結

果
、
次
の　

名
の
皆
さ
ん
が
当
選
さ

��

れ
ま
し
た
。
各
委
員
の
任
期
は
、
平

成　

年
�
月　

日
か
ら
平
成　

年
�

��

��

��

月　

日
ま
で
の
�
年
間
で
す
。

��

　

ま
た
、
市
が
選
任
委
嘱
し
た
農
業

委
員
�
名
の
皆
さ
ん
も
決
ま
り
ま
し

た
。

　

各
地
域
の
農
業
委
員
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
（
掲
載
順
地
域
別
順
不

同
・
敬
称
略
）
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吉田　寛
（上水田）

選任（学識経験）

奥田 信介
（下呰部）

選任（学識経験）

石原 誉男
（蒜山西茅部）

川上地域

遠藤 太郎
（禾津）

美甘・湯原地域

勘藤 明雄
（月田）

勝山地域

赤岩 主偉
（神代）

選任（学識経験）

沼本　一
（鹿田）

選任（学識経験）

山本 達雄
（蒜山上福田）

川上地域

片山 幹雄
（種）

美甘・湯原地域

家原 良典
（上）

勝山地域

妹尾 公雄
（蒜山吉田）

中和・八束地域

立川 照夫
（若代畝）

勝山地域

江田 知之
（福田）

選任（学識経験）

中島 伸一
（蒜山下和）

中和・八束地域

樋口 忠正
（鉄山）

美甘・湯原地域

井藤 文仁
（蒜山上長田）

選任（学識経験）

槇橋 公雄
（蒜山下福田）

中和・八束地域

仲島　保
（美甘）

美甘・湯原地域

大石 清子
（月田）

選任（学識経験）

樋口 英敏
（蒜山中福田）

中和・八束地域

原田　始
（下湯原）

美甘・湯原地域

「
自
分
の
田
ん
ぼ
や
畑
だ
か
ら
、
許
可

や
届
出
を
し
な
く
て
も
自
由
に
売
っ
た

り
、
貸
し
た
り
、
農
地
以
外
の
目
的
に

使
用
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と

思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

農
地
を
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
、
転

用
し
た
り
す
る
と
き
に
は
農
業
委
員
会

へ
の
申
請
や
届
出
、
「
農
地
法
」
に
基

づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

※
登
記
簿
地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
、
耕

作
が
さ
れ
て
い
な
く
て
も
農
地
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
三
条
申
請
…
農
地
を
売
買
し
た
り
、

貸
し
借
り
を
し
た
り
す
る
と
き

○
四
条
申
請
…
自
分
名
義
の
農
地
を
転

用
す
る
と
き

○
五
条
申
請
…
他
人
名
義
の
農
地
を
買

う
か
、
借
り
て
転
用
す
る
と
き

各
申
請
の
締
め
切
り
は
毎
月�

日
で

��

す
。

　

農
地
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
各
地
域

の
農
業
委
員
さ
ん
又
は
農
業
委
員
会
へ

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

真
庭
市
農
業
委
員
会
事
務
局

 
℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

選
任
委
員

　

真
庭
市
が
推
薦
を

受
け
て
選
任
委
嘱
し

た
委
員
の
皆
さ
ん

▼
議
会
推
薦
、
農
協

な
ど
団
体
推
薦
、
学

識
経
験
者
と
し
て
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私た ちも応援 し ます
��������	
�

��������	��

　７月26日、晴れの国おかやま国体真庭市総
決起集会が久世エスパスホールで行われま
した。会場では市内７実行委員会で採火した
国体の火を合火し、大会成功に向けて思いを
新たにしました。43年ぶりに岡山で開催され
る国体、大会準備もラストスパートを迎えま
した。大会開催には多くの皆さんのご協力を
いただいています。今月は各地域で、間近に
迫った国体の受け入れ準備に 勤 しむ皆さん

いそ

に、応援メッセージをいただきました。 各国体実行委員会で採火した火を合火

早
咲
き
コ
ス
モ
ス
で
選
手
を
歓
迎

吉田  寛さん
（上水田）

　

国
体
軟
式
野
球
競
技
久
世
会
場
の
開
始
式
で
、
久
世

中
学
校
吹
奏
楽
部
が
行
進
曲
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
国

体
出
場
は
大
変
な
努
力
の
積
み
重
ね
で
勝
ち
取
っ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
、
選
手
の
気
持
ち

に
こ
た
え
、
開
始
式
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
吹
奏
楽
部
員
は
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
練
習

し
て
い
ま
す
。

選
手
の
心
に
残
る
開
始
式
に
し
た
い

半田  望さん
（久世中学校）

　

今
日
は
、
若
代
・
下
岩
民
泊
協
力
会
調
理
班
、　

人
��

の
女
性
が
参
加
す
る
�
回
目
の
講
習
会
で
す
。
当
初
は

衛
生
上
の
心
構
え
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
も
大
変
で
し

た
が
、
回
を
重
ね
手
順
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
お
も
て

な
し
の
心
で
味
付
け
し
た
料
理
が
、
最
終
的
に
は
ま
ご

こ
ろ
が
味
付
け
さ
れ
た
料
理
と
し
て
、
選
手
た
ち
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
調
理
班
の
皆
さ
ん
と
頑
張
り
ま
す
。

真
心
を
味
付
け
し
た
調
理
で
歓
迎

久重春江さん
（若代）

いよいよ開幕 ご来場ください
第��回国民体育大会（夏季）

ゴ ル フ競技（少年男子）

�／���　開始式��：��～　北房文化センター
�／���，���　競技開始�：��～　
　備中高原北房カントリー倶楽部（下中津井）

※北房支局から会場まで無料シャトルバスを出して
　います。どうぞご利用ください。

　
第��回国民体育大会デモンストレーション競技

綱 引�／���　開始式  ��：��～　　
競技開始 ��：��～　白梅総合体育館

●

　

�
月
開
催
の
大
会
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
早

咲
き
の
コ
ス
モ
ス
を
育
て
て
い
ま
す
。
今
回
、
花
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
目
に
つ
く
も
の
で
国
体
を
応
援
し
よ

う
と
、
も
も
っ
ち
の
歓
迎
看
板
を
作
り
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
大
会
の
と
き
、
看
板
の
下
に
美
し
い
コ
ス
モ
ス
が

咲
い
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
の
地
域
よ
り
一
足
早
い

ゴ
ル
フ
会
場
に
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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国体成功に向けて「ガンバロー！」、総決起集会で真庭市で開催される大会の成功を誓いました

　

落
合
地
区
は
国
体
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
の
会
場
で
、
国
体

を
通
し
て
文
化
の
発
信
も
行
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
行

う
「
ま
ち
か
ど
展
覧
会
」
の
実
行
委
員
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

月
�
日
か
ら
落
合
の
約　

会
場
で
、
各
個
人
が

��

��

持
ち
寄
っ
た
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。
出
展
者
の
新
た

な
交
流
が
生
ま
れ
た
り
人
が
訪
れ
た
り
と
、
ま
ち
全
体

が
元
気
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

国
体
を
通
し
て
文
化
を
発
信 大本家康さん

（西原）

　

昨
年
、埼
玉
国
体
の
馬
術
会
場
で
休
憩
所
の 
野
点 （
野

の
だ
て

外
で
抹
茶
を
立
て
る
場
所
）
を
見
た
と
き
、
馬
術
競
技

の
雰
囲
気
に
意
外
と
合
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
�
年
。
今
年
は
、
わ
た
し
た
ち
が
国
体
に
来

ら
れ
る
皆
さ
ん
を
も
て
な
す
番
で
す
。
蒜
山
地
域
の
茶

道
の
仲
間
と
一
緒
に
、
塩
釜
の
名
水
で
た
て
た
抹
茶
を

お
出
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

名
水
で
た
て
た
抹
茶
を
ど
う
ぞ

入沢あゆみさん
（蒜山下長田）

　

朝
鍋
鷲
ヶ
山
山
頂
を
目
指
し
て
走
る
山
岳
縦
走
競
技

の
コ
ー
ス
が
、
わ
た
し
の
住
む
白
髪
地
区
内
を
通
り
ま

す
。
コ
ー
ス
の
清
掃
整
備
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
を
飾
っ

て
、
地
域
全
員
協
力
し
て
大
会
を
盛
り
あ
げ
ま
す
。
重

い
荷
を
背
負
い
走
る
選
手
、
少
し
で
も
心
を
和
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
朝
鍋
牧
場
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
た
ち
も
一
緒
に
応
援
し
ま
す
よ
。

地
域
で
コ
ー
ス
を
き
れ
い
に

筒井彦二さん
（蒜山上徳山）

心
を
込
め
た
特
産
品
を
紹
介
し
た
い

金�富貴子さん
（久見）

　

山
岳
競
技
に
参
加
す
る
選
手
を
含
む
多
く
の
皆
さ
ん

が
、
湯
原
に
宿
泊
し
ま
す
。
大
会
開
催
中
の
日
曜
日
に

も
温
泉
あ
さ
市
は
開
催
さ
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
心

を
込
め
て
作
っ
た
新
鮮
野
菜
や
、
タ
カ
キ
ビ
・
イ
ナ
キ

ビ
を
使
っ
た
三
色
も
ち
な
ど
、
地
域
自
慢
の
特
産
品
を

県
外
か
ら
来
ら
れ
る
お
客
様
に
、
紹
介
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
大
会
開
催
を
待
っ
て
い
ま
す
。
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　あなたとこのまちの21世紀のために10月１日、国勢調査を実

施します。５年に１度、日本に住んでいるすべての人を対象に

行う大規模な統計調査です。

あなた
の調査

票には

あなた
の調査

票には

日日本本とと真真庭庭市市の大切な未来がの大切な未来が
つまっていますつまっています

国勢調査で出てくる（10月1日の）
真庭市人口を当ててみよう

��������	
�����������������
��������������	
�������������������

■国勢調査の調査期日、今年10月

�日の真庭市人口を予想してくだ

さい。最も市人口に近い数字を当

てた�名に�等賞金�万円を。続

いて近い数字を当てた�名に賞金

�万円を贈呈します。人口は今年

末に発表される国勢調査速報の人

口が正解となります。正解者がな

い場合は、近い数字順。正解者多

数の場合は抽選となります。応募

は市内在住の方を対象に�月末日

まで。ハガキに予想人口、住所、

氏名、電話番号を記入し応募して

ください。

国勢調査員がうかがいます

�月下旬から、国勢調査員が皆さんのお

宅に調査票を配りにお伺いします。

調査票が届いたら、��月�日現在の皆さ

んの状況を記入してください。　

調査内容の秘密は守られます

法律により、国勢調査員は調査票の内容

に関して、秘密を厳守することが義務づ

けられています。調査票は、統計を作る

目的だけに使用し、厳重に管理されます。

結果は、まちづくりに生かされます

例えば、世帯構成や住宅の状況は社会福

祉や環境整備のための計画を、就業状況

は雇用対策などの経済政策を、通勤・通

学などの人の移動は交通計画や防災計画

の基礎資料になります。

テーマ会場日時

協働勝山文化往来館「ひしお」１０月９日�第１回

自然環境北房文化センター１０月３０日�第２回

エコ・ツーリズムひるぜんジャージーランド１１月１３日�第３回

観光湯原保健福祉センター１１月２７日�第４回

伝統文化久世エスパスランド１２月１１日�第５回

福祉落合公民館１月２２日�第６回

コミュニティ勝山文化センター２月１９日�第７回

まとめ勝山文化センター３月１２日�第８回

いずれの会場も午前９時30分開講、午後４時終了予定

人��������

�������

��養成講座
　地域づくりは人の和づくりから。市が募
集していました、地域づくり人材養成講座
は右記内容で開催します。

�問 　企画振興部　自治振興課　
℡ ０８６７―４４―２６８３

市では、国勢調査真庭市実施

本部を、真庭市役所本庁（勝

山庁舎）内に設置しました



　

す
で
に
�
月
。
暑
か
っ
た
夏
は
少
し

だ
け
遠
ざ
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
真
庭
市
と
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
が
初
め
て
迎
え
た
夏
で
し
た
。
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
準
備

し
た
皆
さ
ん
、
帰
省
し
た
出
身
者
を
迎

え
る
た
め
に
頑
張
っ
た
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
入
っ
た
小
学
生
た

ち
も
、
休
み
を
利
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
に
参
加
し
頑
張
り
ま
し
た
。

　

「
広
報
ま
に
わ
」に
と
っ
て
も
初
め
て

の
夏
。面
積
�
�
�
平
方
キ
ロ
、普
段
並

べ
見
る
こ
と
の
な
い
真
庭
市
内
の
夏
風

景
。
写
真
で
少
し
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。

②③④⑤　市内出身者が帰省するお盆。各地
で盆踊りや花火などさまざまな行事が行われ
ました。また、この時期は無形民俗文化財と
して地域で保存会が結成されている踊りを見
ることもできる時期です。
②国指定重要無形民俗文化財　大宮踊
蒜山地方に古くから伝わる盆踊り。８月13日か
ら19日にかけて蒜山地域各所で踊られる（写
真は８月15日の福田神社で撮影）。
⑤県指定重要無形民俗文化財　吉念仏踊り
８月16日の夜、吉地区（落合地域）の法福寺
本堂前で踊られる。信仰から始まった盆踊り
の原型が色濃く残る踊り。

どど
どど 
〜〜
んん
とと

真
庭
市
の

真
庭
市
の 

夏  

①　7/30　落合花火大
会
県北最大級の花火大会と
して、長い歴史を持つ花
火大会も今年で第61回。
2,500発の花火に歓喜し
た今年の人出は、昨年の
３万人を大きく上回る４
万５千人（落合商工会発
表）でした。

②

④ ⑤

③



　

天
候
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
夏
休
み
。
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。市
内
各
地
で
見
る

こ
と
が
で
き
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、真
剣
な
顔
。

　

広
い
真
庭
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
む

夏
休
み
の
過
ご
し
方
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
も
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
、
地
域
に
あ
ふ
れ
る
真
庭
市
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

夏 
子
ど
も
た
ち

葉や幹の特徴から��種類の樹木を学ぼう
子ども樹木博士　����　勝山美しい森

これまでの練習の成果を発揮
第24回真庭支部学童水泳大会
����　久世プール

夏休みだから料理に挑戦
北房なんでも寺子屋教室
����　北房文化センター

はんざきをかたどった２台の山車「太郎」「花子」は、はんざき祭りの人気者　
���　湯原温泉街



蒜山上徳山、三平山の山麓に
広がる23万本のヒマワリ
����撮影

強い日差しの中、ボールを追いかける児童
第�回蒜山サッカーフェスティバル　
���　蒜山高原スポーツ公園

やったー   つかまえたぞ！ 参加者����人を超えた
蒜山かわかみさかなつかみどり大会　����　川上河川公園

大きな声でチームを盛り上げるぞ
第��回久世児童球技大会　���　宮芝グラウンド

林業の盛んな美甘地区。子どもたちも林業体験
美甘アドベンチャースクール　�����　クリエイト菅谷
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対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
　

月
�
日
か
ら
真
庭
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付

��
に
関
す
る
条
例
の
対
象
年
齢
が
、
満
�
歳
到
達

後
最
初
の
�
月　

日
か
ら
、
満　

歳
到
達
後
最

��

��

初
の
�
月　

日
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

��

り
、
�
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
の
方
は
、
医

療
費
の
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

　

�
月
下
旬
に
小
学
校
�
年
生
か
ら
�
年
生
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
に
、
乳
幼
児
医
療
受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
小
学
校
就
学
前
の
方

に
つ
い
て
は
、
今
年
の
�
月
に
送
付
し
た
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
は
受
給
者
証
を
提
示
し
ま
し
ょ
う

　
　

月
�
日
か
ら
、
医
療
機
関
で
は
健
康
保
険

��
証
と
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
提
示
が
な
い
場
合
は
、
窓
口
負
担
分

（
�
割
）
を
支
払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

提
示
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
県
外
の
医

療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
償
還
払
い
に
な

り
ま
す
。「
医
療
給
付
申
請
書
」
に
医
療
機
関
で

診
療
費
用
を
証
明
し
て
も
ら
い
、
各
支
局
窓
口

に
提
出
す
れ
ば
、
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
医
療
給
付
申
請
書
」
は
、
各
支
局

窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の

対
象
者
で
小
学
生
の
方
は
、
乳
幼
児
医
療
費
給

付
制
度
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
の
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
民
課
お
よ
び
各
支
局
の
医
療
担

　

当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
わ
が
子
が
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」。
親
の
願
い
は
、
い
つ
の
時
代
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。「
う
ち
の
子
は
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
」、
親
の
自
慢

で
す
。
で
も
、子
ど
も
の
容
体
が
急
変
し
、あ
わ
て
て
病
院
へ
行
く
こ
と
は
、だ

れ
で
も
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
と
も
に
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
子
育
て
に
励

ん
で
い
る
親
に
と
っ
て
は
大
変
な
出
来
事
で
す
。

　

真
庭
市
で
は
、�

月
か
ら
真
庭
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付
の
、
対
象
年
齢
を

��

小
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
ご
夫
婦
に
と
っ
て
、
少
し
で
も
子
育
て
を
し
や

す
い 
杜  
市 
を
目
指
し
て
。　

と 

し

　

そ
し
て
、
無
限
大
の
可
能
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と

を
願
っ
て
…
。

乳幼児医療費給付の対象年齢を引き上げました

小学校卒業まで
医療費が無料になります

������

問い合わせ先
市民課　℡ ������������
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お問い合わせは各担当部局へ

介
護
保
険
施
設
を
利
用
す
る
際
の
負
担
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

な
ぜ
、
変
更
し
た
の
で
し
ょ
う
？

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
の
居
住

費
と
食
費
は
介
護
保
険
の
給
付
対
象
で
し
た
が
、

在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
居
住
費
・
食
費
と
も
利
用
者
が
負
担

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
の
一
人
当
た
り
の
給
付
額
は
、
在
宅
の

方
の
約
�
倍
給
付
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
お
け
る
負
担
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
介
護
保
険
施
設
を
利
用
す
る
と
き
の
利

用
者
負
担
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

全
額
自
己
負
担
の
対
象
と
な
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

①
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
居
住
費
と
食
費　

　

（
左
記
の
�
施
設
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
で
常
時
介
護
が
必

　

要
で
、
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
い
方
の
生
活

　

の
場

・
老
人
保
健
施
設

　

退
院
後
、
す
ぐ
に
自
宅
に
帰
れ
な
い
方
が
リ

　

ハ
ビ
リ
を
受
け
る
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

慢
性
病
や
認
知
症
な
ど
で
長
期
間
の
治
療
・

　

療
養
が
必
要
な
高
齢
者
の
医
療
の
場

②
短
所
入
所
生
活
介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）　

　

と
短
期
入
所
療
養
介
護
（
医
療
型
シ
ョ
ー
ト

　

ス
テ
イ
）
利
用
時
の
居
住
費
と
食
費

③
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
・
通
所
リ
ハ

　

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
利
用
時
の

　

食
費

申
請
す
れ
ば
、
費
用
を
軽
減
で
き
ま
す

　

介
護
保
険
施
設
の
住
居
費
・
食
費
が
利
用
者

の
全
額
負
担
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が

支
払
う
費
用
は
増
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
所
得
の

低
い
方
が
安
心
し
て
介
護
保
険
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
所
得
の
段
階
（
利
用
者
負
担
段

階
）
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額
が
決
め
ら
れ
、

限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
限
度
額

を
超
え
た
分
は
介
護
保
険
（
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
）か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
高
齢
者
支

援
課
ま
た
は
各
支
局
介
護
保
険
担
当
課
（
健
康

福
祉
課
・
市
民
福
祉
課
）
ま
で
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
で
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
も
対
象
と
な
り
ま

す
。（
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
で
の
食
費
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
高
齢
者
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
�

月
�
日
か
ら
介
護
保
険
施
設
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

��
も
含
む
）
で
の
居
住
費
・
食
費
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の

食
費
と
を
、
利
用
者
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
所
得
の
低
い
方
の
負
担
が
重
く
な
り

過
ぎ
な
い
よ
う
限
度
額
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
限
度
額

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
か
ら
負
担
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
利
用
の
居
住
費
・
食
費
が
全
額
自
己
負
担
に

高
齢
者
支
援
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

デイサービスでの食事の様子（通所介護施設デイホーム神庭荘）

���������	�
�

※所得の低い方は「特定入所者介護サービス費」を申請すれば、費用を軽減
することができます。
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真
庭
市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
持
つ
方
を
対

象
に
人
工
透
析
・
特
定
疾
患
・
授
産
施
設
・
療

育
訓
練
な
ど
で
の
通
院
、
通
所
に
か
か
る
交
通

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費
補
助

対
象
者　

腎
不
全
に
よ
り
人
工
透
析
を
受
け
る

た
め
に
通
院
さ
れ
た
方

○
特
定
疾
患
医
療
附
帯
療
養
交
通
費
支
給

対
象
者　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
か
か
る

対
象
疾
患
の
治
療
を
受
け
る
た
め
�
カ
月
に

�
回
以
上
通
院
さ
れ
た
方

○
心
身
障
害
児
・
者
及
び
精
神
障
害
者
通
所
授

産
施
設
等
通
所
交
通
費
補
助

対
象
者　

授
産
施
設
な
ど
へ
�
カ
月
の
開
所
日

の
う
ち
半
数
以
上
通
所
さ
れ
た
方

○
療
育
訓
練
通
所
交
通
費
補
助

対
象
者　

専
門
療
育
機
関
ま
た
は
医
療
機
関
へ

療
育
訓
練
事
業
等
の
た
め
通
所
さ
れ
た
方

※
す
べ
て
重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
券
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

特定疾患などの方の通院交通費を補助します
福祉課　℡ ������������

人口透析・特定疾患通院、授産施設通所補助額

�������������

���������������

����������������

�����������������

����������������	

������������

療育訓練通所交通費補助額

��������������	�������

��������������������

����������������

��月から
ご み袋が変わります

環境課　℡������������

　１０月から、真庭市のごみ指定袋が販売されま

す。市内にはコスモスクリーンセンター・クリーン

センターまにわ・北部クリーンセンターの３つ

のごみ処理施設があり、施設ごとに指定袋、ご

みの処理方法・処理能力が違います。そのため

収集区域やごみの分別方法は、今までの形態を

当面継続しながら、ごみ指定袋の種類・単価を

統一しました。

※収集区域は、これまでと変更ありません。ご
み袋にはそれぞれの施設名を入れているため、
違う収集区域のごみ袋は使用できません。購
入時には、ご注意ください。

※現在使っているごみ袋は、来年の�月��日ま
で使えます。

袋の種類と
大きさ

氏名記入欄

ごみ処理施設名

※袋の色・文字
は種類によって
異なります

新しいごみ袋は
ロール式で店頭に
並びます

ごみ指定袋の種類と単価
袋の色と
文字の色

単価
袋の　
大きさ

種類

オレンジ色
赤字

10枚
500円

45�
燃えるごみ用

20枚
600円

20�

無色 青字

10枚
500円

45�
燃えないごみ用

10枚
300円

20�

無色 緑字

10枚
200円

45�
資源ごみ用

10枚
100円

20�

無色 緑字
10枚
300円

70�
プラスチック・
ペットボトル専用

���
�����



�� MANIWA

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

開
発
調
整
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

石原住宅（月田）

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
住
宅

に
困
っ
て
い
る
方
は
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
支
局
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
戸
数

に
対
し
て
、
申
し
込
み
者
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
よ
っ
て
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

入
居
者
を
募
集
す
る
市
営
住
宅　

○
北
房
支
局
管
内

　

下
呰
部
住
宅
（
下
呰
部
�
�
�
―
�
）
�
戸

○
勝
山
支
局
管
内

　

若
代
住
宅
（
若
代
�
�
�
�
―
�
）
�
戸

　

石
原
住
宅
（
月
田
�
�
�
�
）
�
戸

　

駅
前
住
宅
（
勝
山
�
�
�
）
�
戸

　

三
の
丸
住
宅
（
勝
山　

―
�
）
�
戸

��

○
美
甘
支
局
管
内

　

第
�
旭
住
宅
・
竹
（
美
甘
�
�
�
）
�
戸

○
湯
原
支
局
管
内

　

二
川
住
宅
（
粟
谷
�
）
�
戸

○
川
上
支
局
管
内

　

才
東
住
宅
（
蒜
山
西
茅
部
�
�
�
―
�
）

　

�
戸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全　

戸
）

��

入
居
対
象
者

　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
で
、
市
税
の
滞
納

が
な
く
、
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
が
�
人
確

保
で
き
る
方
。

※
右
記
は
入
居
最
低
条
件
で
す
。
各
住
宅
に
よ

り
入
居
条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
支
局
に

あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
ま
で

��

申
し
込
み
手
続
き

　

各
支
局
産
業
建
設
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
世
帯
の
所
得
を
証
明
で
き
る
も
の
、
住
民

票
が
必
要
で
す
。

※
真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
詳
し
い

　

情
報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

役所に関する相談は
行政相談所へ

総務課　℡������������

　行政相談所は役所などの行政機関の仕事について

の要望や意見をお聞きし、関係機関に連絡して改善

を求めるものです。内容は道路・河川・年金・福祉

問題など、役所の仕事や窓口サービスに関すること

であれば、どんなに小さなことでも結構です。相談

は無料、秘密は固く守られますので、安心してご利

用ください。また、市内の行政相談員を紹介します。

相談員に直接相談することもできます。

お問い合わせは各担当部局へ

■行政相談所開催日程

北房地区　毎月��日　��：��～��：��　北房支局

落合地区　毎月第�・�木曜日　��：��～��：��

　　　　　落合公民館

久世地区　毎月第�木曜日　�：��～��：��

　　　　　久世保健福祉会館

勝山地区　毎月第�金曜日　�：��～��：��

　　　　　勝山保健福祉センターもくせい

美甘地区　偶数月（��／�����／�）

                 ��：��～��：��　美甘支局

湯原地区　毎月第�木曜日  ��：��～��：��

　　　　　湯原保健福祉センター

中和地区　偶数月（��／�����／�）　

                 �：��～��：��　すずのこハウス

八束地区　偶数月（��／�����／�） 

                 ��：��～��：��　八束老人福祉センター

川上地区　偶数月第�金曜日　��：��～��：��

　　　　　川上老人福祉センター

■真庭市内の行政相談員（アイウエオ順・敬称略）

赤岩 芳郎　神代���―�　　　     ℡����―��―����

生田 　昇　上中津井���―�  　   ℡����―��―����

池田 輝義　蒜山西茅部����―�    ℡����―��―����

入澤 泰良　蒜山下長田����         ℡����―��―����

瀬恒 征夫　美甘����                   ℡����―��―����

廣岡 勇雄　中��―�　　　　　    ℡����―��―����

松浦 躬行　鍋屋��                      ℡����―��―����

三船 祝典　蒜山下和����            ℡����―��―����

渡辺 正則　湯原温泉��               ℡����―��―����

※行政相談員に直接相談することもできます。
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�
月�

日
は
敬
老
の
日
。
永
年
に
わ
た
り
社

��

会
に
つ
く
し
て
き
た
お
年
寄
り
の
方
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
国
民
の
祝
日
で
す
。
こ
の
敬
老
の

日
に
あ
わ
せ
て
市
内
各
所
で
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
房
地
域　

�
月　

日
（
月
・
祝
）　

��

　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー　

午
前
�
時　

分
〜

��

落
合
地
域　

�
月　

日
（
月
・
祝
）　

��

　

落
合
公
民
館　

午
前　

時
〜

��

久
世
地
域　

�
月　

日
�

��

　

久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル　

午
前　

時
〜

��

勝
山
地
域　

�
月　

日
（
月
・
祝
）　

��

　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

午
前
�
時　

分
〜

��

中
和
地
域　

�
月　

日
�　

��

　

中
和
健
康
増
進
施
設　

午
前　

時
〜

��

八
束
地
域　
　

月
�
日
�　

八
束
コ
ミ
ュ
ニ
テ

��

　

ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

午
前　

時
〜

��

※
湯
原
・
川
上
地
域
は
各
地
区
で
自
主
開
催
し

　

ま
す
。

お
年
寄
り
の
方
に
感
謝
を
こ
め
て

敬
老
会
開
催

高
齢
者
支
援
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

水稲が被害にあったら申告してください
農業共済課　℡ ������������

　平成１７年産水稲の損害評価を行います。水稲共済加入者の

方で、水稲共済細目書の引き受け単収以下の収量が見込まれ

る場合は、被害申告をしてください。

���������

���������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
満
百
歳

　

�
月　

日
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

��

花
岡
荘
（
上
中
津
井
）
に
入
所
さ
れ

て
い
る 
中  
空  
貞  
女 
さ
ん
が
、
満
百
歳

な
か 
ぞ
ら 
さ
だ 

め

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
知
事

の
代
表
と
し
て
美
作
県
民
局
健
康
福

祉
部
長
ら
が
訪
問
し
祝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
施
設
で
満
百
歳
を
祝
う

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
空
さ
ん

は
ご
家
族
の
皆
さ
ん
や
、
施
設
の
皆

さ
ん
に
囲
ま
れ
て
終
始
う
れ
し
そ
う

で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

満100歳を迎えられた中空貞女さん

まもなく収穫、豊作を祈ります（写真は関地内）



�� MANIWA

真
庭
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た

福
祉
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

　

�
月�

日
に
真
庭
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

��

議
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
ま
で
旧
町
村

単
位
で
活
動
し
て
い
た
協
議
会
が
一
つ
に
な
り

ま
し
た
。真
庭
市
で
は
�
�
�
名
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
、
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と
し
て
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
地
域
福

祉
の
向
上
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。
委
員
の
連

携
や
協
働
、
地
域
間
情
報
の
共
有
や
福
祉
課
題

の
支
援
の
検
討
な
ど
を
す
す
め
る
本
協
議
会
役

員
を
紹
介
し
ま
す
。

真
庭
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
役
員

会
長　
　
　

杉
井　

喜
平　
　

樫
西 

副
会
長　
　

槇
村　

太
郎　
　

栗
原 

副
会
長　
　

廣
岡　

國
弘　
　

本
庄 

女
性
部
長　

宮
本　

君
子　
　

美
甘 

理
事 

 
三
ツ　

芳
順　
　

上
水
田

 

〃 　
　
　

高
木　

純
子　
　

下
呰
部

 

〃 　
　
　

川
�　

貞
惠　
　

開
田 

 

〃 　
　
　

小
�　

初
枝　
　

目
木

 

〃 　
　
　

宮
島　

郁
枝　
　

月
田 

理
事　
　
　

武
田　

眞
之　
　

黒
田 

 

〃 　
　
　

狩
谷　

博
子　
　

社

 

〃 　
　
　

小
谷　

道
子　
　

蒜
山
別
所

 

〃 　
　
　

長
須　

廣
美　
　

蒜
山
上
徳
山

 

〃 　
　
　

槇
本　

潤
子　
　

蒜
山
上
福
田

 

〃 　
　
　

植
木　

仁
士　
　

蒜
山
下
福
田

 

〃 　
　
　

譽
美　

洋
子　
　

蒜
山
上
長
田

監
事　
　
　

近
藤　

敏
夫　
　

神
代

 

〃 　
　
　

美
甘　

昭
信　
　

蒜
山
初
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
（
敬
称
略
）

お問い合わせは各担当部局へ

会長は

杉井喜平さん
（樫西）

投票日　�月��日�

　投票時間は午前�時～午後�時　

　　場所は�月に行われた市長・市議会議員選挙の

投票所と同じです。入場券にも書いてあります。

期日前投票のできる期間

　衆議院議員総選挙－�月��日�～�月��日�

　最高裁判所裁判官国民審査－�月�日�～��日�

　場所は住所地の真庭市役所の各支所（入場券に

書いてあります）で、時間は午前�時��分から午

後�時までです。

投票できる人

　　昭和��年�月��日以前に生まれた人で、平成��

年�月��日以前から真庭市に引き続き住んでいて

住民登録をしている人。

　　�月��日以降に真庭市内で住所を変更した人は、

前住所地の投票所で投票してください。

入場券を持って投票所へ

　　投票所入場券（はがき）を�月下旬に発送して

います。投票日には入場券をお持ちのうえ、入場

券に書いてある投票所へお出かけください。入場

券を忘れたり、紛失したりしたときは、当日、投

票所の受付にお申し出ください。

開票は１カ所で行います

　　開票は即日開票で、午後�時��分から勝山の勝

山スポーツセンター�カ所で行います。

※小選挙区選出議員選挙の選挙区は、旧北房町の区

域は岡山県第�区、それ以外の区域は岡山県第�

区となりますので、ご注意ください。

問い合わせ　真庭市選挙管理委員会（総務部総務課

内）℡ ����―��―����

��月 ����日は
衆議院議員総選挙 と
最高裁判所裁判官国民審査
の 投 票 日です



　

蒜
山
の
味
同
好
会
が
、
ひ
る
ぜ
ん

食
文
化
の
ま
つ
り
と
し
て
「
名
月
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
自
然
の
食

材
を
使
用
し
た
心
の
こ
も
っ
た
素
朴

な
料
理
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館
西
隣

　

ふ
れ
あ
い
の
館
（
蒜
山
上
長
田
）

問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
郷
土
博
物
館

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

古
代
米
の
入
っ
た
パ
ン
作
り
体
験

を
行
い
ま
す
。
美
甘
な
ら
で
は
の
味

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
（
美
甘
）

参
加
費　

一
般
�
、
�
�
�
円　

小

　

学
生
以
下
�
�
�
円

申
し
込
み
先　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

 　

琴
を
聴
き
な
が
ら
、
ひ
し
お
の
中

庭
で
仲
秋
の
名
月
を 
愛 
で
、
風
流
な

め

一
夕
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

�
月　

日
�　

開
場
午
後
�

��

　

時　

分
��

場
所　

勝
山
文
化
往
来
館
ひ
し
お

会
費　

�
、
�
�
�
円
（
要
予
約
・
名

　

月
弁
当
・
抹
茶
付
き
）

問
い
合
わ
せ
先　

ひ
し
お
事
務
局　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

 
①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
エ
コ
エ
コ
工
作

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
水
ロ
ケ
ッ
ト
を

作
り
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

産
業
学
習
館
（
三
阪
）

募
集
人
数　
　

組
（
保
護
者
の
参
加

��

　

が
必
要
、
�
人
以
上
で
参
加
）

参
加
費　

�
組　

�
、
�
�
�
円

②
き
の
こ
観
察
会

　

き
の
こ
の
観
察
会
、
鑑
定
会
を
通

し
て
、
森
と
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月
�
日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の

　

里　

募
集
人
数　
　

名
��

参
加
費　

�
、
�
�
�
円
（
昼
食
付
）

※
小
学
生
以
上
（
未
成
年
者
は
保
護

　

者
同
伴
）
が
対
象
で
す
。

申
し
込
み
先　

環
境
課　

℡
�
�
�

　

�（　

）
�
�
�
�

��

　

今
年
も
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
日
本
セ

ン
タ
ー
の
学
生
が
落
合
・
北
房
に
日

本
の
文
化
を
学
び
に
き
ま
す
。
こ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
家
庭
（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を

募
集
し
ま
す
。

期
間　

�
月　

日
�
〜　

月
�
日
�

��

��

申
し
込
み
期
限　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

　

落
合
支
局
地
域
振
興
課 

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�　
　

��

　

北
房
支
局
地
域
振
興
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

��������

�������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�����������

�������������

�����������

�������������

�������

�������������

代表電話番号

M A N IWA ��

真庭市の人口

����������������

���������������

���������������

����������������

���������	

���������	


 
ひ
し
お
名
月
鑑
賞
会

 
仲
秋
の
名
月
を
眺
め
ま
し
ょ
う

 
名
月
ま
つ
り

   
蒜
山
の
味
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い

 
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
の
イ
ベ
ン
ト

 
パ
ン
を
焼
い
て
み
ま
せ
ん
か

 
環
境
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

 
ご
参
加
く
だ
さ
い

������������������	

西 日 本最大の コスモス園開園

コ ス モ ス パ ーク北房

　�月からコスモスパーク北房
（下中津井）が開園します。さわ
やかな高原の風に揺れるコスモス
をご覧ください。
※入園は栽培協力金として一般
���円、中学生以下���円をいた
だきます。

問い合わせ先　ＮＰＯ英賀

　℡ ����―��―����

　日常の生活の中で気づかないうちに筋肉の衰えは進んでいます。簡単に実
践できるトレーニングで、生き生きとした生活を送ってみませんか。どうぞ
各地域開催の講習会にお申し込みください。
�久世公民館　　　　�/���、��/��　久世支局健康福祉課　℡����―��―����
�北房文化センター　��/���、��/���　北房支局健康福祉課　℡����―��―����
�中和保健センター　��/���、��/���　中和支局市民福祉課　℡����―��―����
対象は真庭市内在住の４０歳以上の方です。 定員がありますのでお早めにどうぞ。

 
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

 
国
際
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か



　

男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ま
に
わ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し

ま
す
。
内
容
は
香
川
大
学
教
育
学
部

長
の
加
野
芳
正
氏
の
講
演
と
、
市
長

を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。

日
時　
　

月
�
日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

℡
�
�

　

�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

県
内
在
住
の
外
国
人
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
日
本
語
を
教
え
る
方
を
養
成

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。　

歳
以

��

上
の
県
北
在
住
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

開
催
日　
　

月
�
日
�
、　

日
�
、　

��

��

　

月
�
日
�
、　

日
�
（
全
�
回
）

��

��

　

午
後
�
時
〜
�
時
（
定
員　

名
）

��

場
所　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

受
付
締
切　

�
月　

日
�

��

申
し
込
み
先　

�
岡
山
県
国
際
交
流

　

協
会
企
画
情
報
課　

℡
�
�
�　

　

（
�
�
�
）
�
�
�
�　

 　

「
清
流
と
や
す
ら
ぎ
の
里
ふ
た
か

わ
」
運
営
協
議
会
で
は
、
秋
の
収
穫

ボ
ッ
ク
ス
申
込
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
送
料
込
み
で
�
千

円
。
内
容
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
新
米
・

さ
つ
ま
い
も
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
白
菜
な

ど
で
す
。
申
し
込
み
締
切
は
�
月
末

日
で
、　

月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

��

申
し
込
み
は
湯
原
支
局
二
川
出
張
所

（
℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�
）ま
で
。

��

　

真
庭
環
境
衛
生
協
議
会
が
環
境
美

化
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
美
し
い
環

境
を
守
り
育
て
る
心
を
は
ぐ
く
む
も

の
や
、
環
境
美
化
の
行
動
を
呼
び
か

け
る
も
の
が
テ
ー
マ
で
す
。
ご
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
お
よ
び
勤
務
・

　

通
学
し
て
い
る
方

応
募
締
切　

�
月　

日
�

��

※
応
募
用
紙
を
各
支
局
窓
口
に
用
意

　

し
て
あ
り
ま
す
。

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
�
月

　

日
�
〜　

日
�
ま
で
の　

日
間
、

��

��

��

県
下
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。「
ゆ
ず

り
あ
う
マ
ナ
ー
が
キ
ラ
リ
真
庭
路
」

を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
・

地
域
・
職
場
や
学
校
で
、
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

真
庭
警
察
署

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
　

月　

日
�

��

��

試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
（
�
〜

　

�
種
）・
丙
種

試
験
会
場　

岡
山
、
倉
敷
、
津
山
市

　

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
事
前
講
習

　

会
を
落
合
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月
�
日
�

��

対
象　

乙
種
�
類
受
験
希
望
者

※
申
込
期
限
は
試
験
、
講
習
会
と
も

　

に
�
月　

日
�
で
す
。

��

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
消
防
本
部

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
� 

��

�� MANIWA

問い合わせ・申し込み先　勝山支局産業建設課　℡ ０８６７―４４―２９２６

����勝山もみじまつり   ��月�日�開催

������������ソー ラン 踊り 連 募 集

日
本
海
・
瀬
戸
内
海
・
太
平
洋
ま
で
、中
四
国
横
断
道
市
町
村
自
慢

の
新
鮮
な
海
の
幸
・
山
の
幸
が
蒜
山
高
原
に
大
集
合
し
ま
す
。

　今年の勝山もみじまつりでＹＯＳＡＫＯＩ ソーランを踊ってみませんか。１チーム１０
名以上で、コスチュームは自由です。ＹＯＳＡＫＯＩキッズも大募集 。どうぞご参加
ください。申し込み締切は９月２０日�です。

 
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

 
受
講
生
募
集

 
環
境
美
化
標
語
募
集

 
真
庭
を
美
し
い
環
境
へ

 
秋
の
収
穫
ボ
ッ
ク
ス
申
込
者
募
集

 
ふ
た
か
わ
の
味
を
届
け
ま
す

 
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

 
安
全
運
転
を
心
が
け
て

 
ま
に
わ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

 
男
女
共
同
参
画
を
考
え
ま
し
ょ
う

�
��
�
����
�
��
�
����

�
�
�
�
�
��
��
�

��

��

海 
の 
市 ・ 
山 
の 
市

 
２ 
０ 
０ 
５ 
真 
庭

［  ］

 
危
険
物
取
扱
者
試
験

 
事
前
講
習
会
を
開
催



休日急患担当医

　

市
で
は
、
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
の
計
画
が
な
い
地
域
な
ど
（
補
助

対
象
地
域
）
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
類
を
作

成
し
、
�
月　

日
�
ま
で
に
お
申
し

��

込
み
く
だ
さ
い
。
補
助
対
象
地
域
・

補
助
の
条
件
・
補
助
金
額
な
ど
、
詳

し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
平

成　

年
度
か
ら
、
浄
化
槽
の
設
置
は

��
市
に
お
い
て
施
工（
詳
細
は　

月
号
）

��

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

市
内
に
は
青
少
年
の
地
域
活
動
の

推
進
や
青
少
年
問
題
の
相
談
に
応
じ

る
青
少
年
相
談
員
（
真
庭
市
青
少
年

相
談
員　

名
、
岡
山
県
青
少
年
相
談

��

員　

名
）
が
い
ま
す
。
明
る
い
社
会

��

を
つ
く
る
た
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

気
軽
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
各
支
局

青
少
年
担
当
に
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、お
近
く
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
課

　

健
康
で
お
い
し
い
畜
産
物
を
供
給

す
る
た
め
に
は
、
安
全
・
安
心
な
国

産
飼
料
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
稲

わ
ら
や
転
作
飼
料
作
物
な
ど
を
販
売

し
た
り
、
放
牧
用
地
を
提
供
し
た
い

稲
作
農
家
と
、
そ
れ
ら
を
購
入
・
利

用
し
た
い
畜
産
農
家
と
を
結
び
つ

け
、
仲
介
・
斡
旋
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
農
業

振
興
課
（
℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

�
）
ま
た
は
各
支
局
産
業
建
設
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
　

月
�
日
�
ま
で

��

　

都
市
計
画
法
に
よ
る
汚
物
処
理
場

の
決
定　

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行

（案）

い
ま
す
。
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦

覧
期
間
中
に
意
見
書
を
縦
覧
場
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
内
容　

鹿
田
・
美
川
地
区
農
業

　

集
落
排
水
処
理
施
設
の
決
定　
（案）

縦
覧
場
所　

開
発
調
整
課
（
久
世
）

　

お
よ
び
落
合
支
局
産
業
建
設
課

期
間　

�
月　

日
�
〜　

日
�
ま
で

��

��

　

の
開
庁
日　

午
前
�
時　

分
〜
午

��

　

後
�
時

問
い
合
わ
せ
先　

開
発
調
整
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

家
庭
内
、
近
隣
間
の
問
題
な
ど
、

人
権
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー   
�
月 

　
　

日
�　

午
前
�
時
〜
正
午

��
・
久
世
保
健
福
祉
会
館　

�
月　

日
��

　

�　

午
前
�
時
〜
正
午

・
落
合
公
民
館　

�
月　

日
�

��

　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

・
北
房
支
局　

�
月　

日
�　

��

　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

・
湯
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

�
月

　
　

日
�　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時

��

��

　
　
　

真
庭
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
（
蒜

山
下
和
）の
自
然
観
察
専
門
員
（
自
然

系
の
野
外
教
育
施
設
で
実
務
経
験
が

あ
り
、
生
き
物
に
つ
い
て
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
方
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

�
名
（
嘱
託
職
員
）

対
象
年
齢　

平
成　

年　

月
�
日
現

��

��

　

在
で　

歳
以
上　

歳
程
度
の
方

��

��

試
験
方
法　

面
接

申
込
期
日　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み
先　
　

　

蒜
山
振
興
局
総
務
課（
八
束
庁
舎
）

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

岡
山
県
自
動
車
整
備
振
興
会
真
庭

支
部
落
合
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

M A N IWA ��

記念日・節気

  
落
合
都
市
計
画
汚
物
処
理
場
の
決
定　
（案）

  
縦
覧
の
お
知
ら
せ

  
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
専
門
員

  
嘱
託
職
員
募
集

  
特
設
人
権
相
談
所

  
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

  
稲
わ
ら
な
ど
の
仲
介
・
斡
旋

  
稲
作
農
家
と
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
へ

   
青
少
年
相
談
員

   
身
近
な
と
こ
ろ
で
相
談
に
応
じ
ま
す

  
真
庭
市
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

  
申
し
込
み
は
�
月�

日
ま
で

��

架空請求のはがき

新たな手口
ご注意ください

　「住基ネット個人情報保護法に

基づく緊急通達」という題名の文

書が、「総務省認可特殊法人全日本

住基ネットワークサービス個人情

報保護対策課」と名乗る団体から

届いても、絶対連絡をとらないで

ください。このような認可団体は

存在せず、記載されている「『住

基ネット個人情報保護法』に基づ

く刑事訴訟を含む法的手段」およ

び「総務省認可の通達書」という

のはまったく虚偽です。ご注意く

ださい。

�問 　市民課　℡����―��―����

����

�金田病院・落合
���������		
	
�遠藤クリニック（外）・川上
�������������

������

�近藤病院・勝山�
������������	
�前原医院（内）・久世
���������	���
�吉弘クリニック（内）・北房
������������	

������

�落合病院・落合�
���������		


�片岡医院（内）・湯原�����
����������	��

������

�湯原温泉病院・湯原�
�������������
�松坂医院（内）・久世  �
���������		��
�さくもとクリニック（外）・北房 �
�����������		

������

�河本病院・落合�
����������	�	
�中井医院（内）・勝山  �
�������������

������

�勝山病院・勝山�
����������	�	
�杉江医院（外）・落合  �
���������	
��

������

�金田病院・落合
���������		
	
�谷田医院（外）・八束
�������������

����������
����������
�����������
�����������
�����������

������

  
篤
志
寄
付

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　

市
有
林
の
松
茸
山
入
札
を
行
い
ま

す
。
現
地
案
内
が
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

落
合
地
区　

�
カ
所　

入
札
日
�
月

　
　

日
�　

落
合
庁
舎

��
勝
山
地
区　

�
カ
所　

入
札
日
�
月

　
　

日
�　

富
原
出
張
所

��
久
世
地
区　

�
カ
所　

入
札
日
�
月

　
　

日
�　

久
世
庁
舎

��
※
詳
し
く
は
各
支
局
産
業
建
設
課　

　

（
久
世
地
域
は
林
業
振
興
課
）
ま

　

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し

て
、
転
出
届
・
転
入
届
な
ど
を
行
う

事
件
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
「
住
民
基
本
台
帳
事
務
処

理
要
領
」
が
改
正
さ
れ
、
全
国
の
市

区
町
村
に
お
い
て
、
住
民
異
動
届
の

受
付
審
査
時
に
お
け
る
本
人
確
認
を

厳
格
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
で
は
、
す
で
に
窓
口
で
の

本
人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
転
出
・
転
入
な
ど
の
住
民
異
動

届
の
際
、
官
公
署
の
発
行
す
る
証
明

書
が
な
い
場
合
に
は
、
本
人
し
か
持

ち
得
な
い
書
類
や
口
頭
で
の
質
問
に

よ
り
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。ま
た
、

　

月
�
日
か
ら
は
本
人
確
認
が
で
き

��な
か
っ
た
場
合
や
、
第
三
者
に
よ
る

届
出
の
場
合
に
は
、
届
出
人
本
人
に

届
出
を
受
理
し
た
旨
の
通
知
も
あ
わ

せ
て
行
い
ま
す
。　
　
　
　

市
民
課

　

防
衛
庁
で
は
、
防
衛
大
学
校
生
、

陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

高
卒
で　

歳
以
上　

歳

��

��

　

未
満
（
看
護
学
生
は　

歳
未
満
）

��

試
験
日
（
�
次
）

・
防
衛
医
科
大
学
校 　
 
　

月
�
日
�
、

��

　

�
日
�　

・
防
衛
大
学
校　
　

月　

日
�
、　

��

��

　
　

日
�　
　

��
・
看
護
学
生　
　

月　

日
�

��

��

試
験
場
所　

岡
山
地
方
連
絡
部
本
部

　

（
岡
山
市
）

受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山
地
方

　

連
絡
部
津
山
出
張
所　

℡
�
�
�

　

�（　

）
�
�
�
�

��

　

中
国
勝
山
駅
前
と
津
山
駅
前
の
間

を
�
日
�
往
復
で
中
鉄
美
作
バ
ス
㈱

運
行
の
「
津
勝
線
」
が　

月
�
日
�

��

か
ら
路
線
・
運
行
時
間
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
こ
の
変
更
は
、
新
津
山
市

に
お
い
て
市
内
に
新
し
い
路
線
を
運

行
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。
新

し
い
路
線
は
、
旧
久
米
町
と
旧
津
山

市
の
主
要
施
設
な
ど
を
結
ぶ
路
線

（
�
日
�
便
）で
真
庭
市
と
津
山
市
の

境
の
「
追
分
口
」
停
留
所
を
経
由
す

る
よ
う
設
定
さ
れ
ま
す
。
真
庭
市
内

の
路
線
と
し
て
は
、
勝
山
駅
前
と
追

分
口
の
間
を
結
ぶ
路
線
で
、
両
路
線

が
「
追
分
口
」
で
乗
り
継
ぎ
が
で
き

る
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

杜
市
づ
く
り
推
進
課

������
���������

���������
��������������
価格はすべて税込
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�����������

●宮坂流銭太鼓エスパス公演

　平成��年�月��日（月・祝）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　出演：宮坂身志、坂田偉八ほか 

　一般�����円　��歳以上、高校生以下�����円

●県北合唱フェスティバル（全１７団体出演予定）

　平成��年�月��日（金・祝）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　入場料���円　コール木犀ほか

●保科アカデミー室内管弦楽団久世特別演奏会

　平成��年�月��日（日）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　一般�����円　高校生以下���円

　出演／有森博（Ｐ）、服部孝也（Ｔ ｐ ）、秋山隆（指揮）

　曲目／モーツァルト：交響曲「ジュピター」ほか

●ともとものガラクタ音楽会～親子で遊ぼう�

　平成��年�月��日（火）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール  入場料���円  真庭市幼児教育補助

　出演：山口とも　入場券発売：�月�日（日）��：��～

●鼓童久世公演

　～ONE EARTH TOUR

　平成��年��月��日（水）

　開演��：��　全席指定

　エスパスホール

　入場料�����円

●新日本フィル室内楽とエスパス合唱団の夕べ

　平成��年��月��日（土）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　 一般�����円　高校生以下�����円

　入場券発売：平成��年�月�日（日）��：��～

　出演／新日本フィルハーモニー室内アンサンブル、

　鳥越由美（Ｐ）、久世エスパス合唱団、鈴木英子（指揮）

　曲目／イエスタデイ、アメリカン・フィーリング、

　島唄、シューベルト：八重奏曲ヘ長調Ｄ����ほか

●鳥越由美ピアノリサイタル

　平成��年��月��日（日）　開演��：��　全席自由

　エスパスホール　一般�����円　高校生以下���円

　入場券発売：平成��年�月�日（日）��：��～

　出演／鳥越由美（Ｐ） 曲目／小犬のワルツ、月光ほか

■エスパス第九合唱団男声募集　��月��日（日）開催

■エスパス・フリーマーケット出店者募集

　平成��年��月�日（日）  開始��：��  締切：��月�日（木）

  
防
衛
大
学
校
生
な
ど

  
募
集
し
て
い
ま
す

  
住
民
異
動
届
受
け
付
け
審
査
時

  �

月
�
日
か
ら
本
人
確
認
が
厳
格
化

��

  
真
庭
市
有
林
松
茸
山

  
入
札
参
加
募
集

  
津
山
―
勝
山
間
の
バ
ス
路
線

  
運
行
時
間
の
変
更

鼓 童
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ん
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ

　
　
  
ど
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
、
社
会
の
高

齢
化
に
比
例
し
て
増
加
し
て
き
ま

し
た
。

　

が
ん
の
主
な
部
位
別
死
亡
率
を

み
る
と
、
男
性
で
は
肺
、
胃
、
肝
臓
、

大
腸
の
順
と
な
り
、
女
性
で
は
大
腸
、

胃
、
肺
、
肝
臓
、
乳
房
、
子
宮
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
女
の
総
合
で

は
肺
、
胃
、
大
腸
、
肝
臓
、
膵
臓
と

な
り
ま
す
が
、
特
に
近
年
は
男
性
の

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
著
し
く

増
え
て
い
ま
す
。

　

が
ん
を
抑
制
す
る
に
は
、
早
期
発

見
、
早
期
診
断
、
早
期
治
療
が
ど
う

し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、肺
・
胃
・
子
宮
・
乳
・
大
腸
・

前
立
腺
が
ん
の
検
診
事
業
が
推
進

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
中
で

前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
合
併
し
た
こ

と
で
対
象
地
域
が
市
内
全
域
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
庭
市
で
は
、
全
国
的
に

も
先
駆
的
な
血
液
検
査
に
よ
る
胃

の
検
診
＝
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
が

昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
検
査
は
胃
が
ん
を
直
接
発
見
す

る
も
の
で
は
な
く
、
胃
が
ん
が 
萎
縮 

い
し
ゅ
く

性
胃
炎
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
発
生

す
る
た
め
、
こ
の
萎
縮
性
胃
炎
を
血

液
検
査
か
ら
発
見
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
従
来
の
集
団
検
診
で
行
わ

れ
て
い
た
間
接
撮
影
に
加
え
て
、
こ

の
検
査
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、
が

ん
の
発
見
率
が
上
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
事
実
、
こ
の
検
査
が

採
用
さ
れ
る
前
年
ま
で
は
、
胃
が
ん
の

発
見
人
数
は
�
人
前
後（
※
）で
し
た

が
、導
入
さ
れ
た
昨
年
は　

人（
※
）

��

と
な
り
ま
し
た
。（
※
真
庭
郡
内
）

　

乳
が
ん
検
診
で
は
、
視
触
診
に
加

え
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
組
み
合
わ

せ
た
検
査
が
岡
山
県
全
体
で
積
極

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
が
ん
発
見
率

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
制
圧
と
い
う
の
は
昔
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
早
期
発
見
と
い
う
点
で
、

新
し
い
検
査
方
法
が
次
々
と
研
究

開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
検
査
も
比

較
的
簡
単
に
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
ば
か
り
で
す
。

　

予
防
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
が

ん
の
予
防
に
は
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
で
す
。
男
性
の
肺
が
ん
に
よ

る
死
亡
の
原
因
の　

％
は
、
タ
バ
コ

��

に
よ
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
改
善
の
が
ん
予
防　
��

カ
条
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
知
っ
た
上
で
、
が
ん
と
い
う
も

の
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
、

今
で
は
治
し
う
る
病
気
だ
と
言
う

こ
と
を
皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

が

　　 齢者を支える世代が急激に少なくなった社会構

　　 造。病気の発生を予防し健康で暮らせる日々を

少しでも長く続ける、「一人ひとりが自分の健康は自

分でつくる」という意識と、個人が病気を予防する、

健康づくり運動に取り組みやすい地域づくりが求め

られています。心豊かに暮らすために、まず必要な健

康。真庭市に住むわたしたちの目標を、一緒に考えて

いただける方を５名募集します（応募締切９月２０日）。

高

健康のススメ

���������（仮称）
策定委員を募集します

�����������	
����������������
����������������

健やかな
真庭市を
つくりたい

みなさんと

����������	
お話 

真庭市医師会 会長
宮島医院 宮島 啓人 院長

主ながん部位別死亡率の推移（男性）
（人口動態調査から）

主ながん部位別死亡率の推移（女性）
（人口動態調査から）
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今
月
か
ら
隔
月
で
真
庭
市
内
の
文
化
財

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。第
１
回
は「
ト

ラ
フ
竹
自
生
地
」
で
す
。

　

久
世
代
官
早
川
八
郎
左
衛
門
は
、
支
配

地
内
の
領
民
の
教
化
と
産
業
の
振
興
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
が
、
ト
ラ
フ
ダ
ケ
の 
濫
伐 
を
禁
止
し
、

ら
ん
ば
つ

自
生
地
を 
留
山 
に
し
て
保
護
し
た
こ
と
は

と
め
や
ま

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
日
で
は
、

天
然
記
念
物
保
護
の
先
駆
け
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ト
ラ
フ
ダ
ケ
と
い
う
の
は
、
中
部
地
方

以
南
に
広
く
分
布
す
る
ヤ
シ
ャ
ダ
ケ
の 
棹 
さ
お

の
表
面
に
、
カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
ト
ラ
フ

菌
が
付
着
し
、
同
心
円
上
の
斑
文
を
生
じ

さ
せ
、
そ
れ
が
虎
の 
斑
文 
に
似
て
い
る
こ

は
ん
も
ん

と
か
ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
全
国
で

も
真
庭
市
南
部
と
津
山
市
の
一
部
の
み
に

見
ら
れ
る
た
い
へ
ん
珍
し
い
も
の
で
す
。

日
本
の
菌
分
類
学
の
草
創
期
を
代
表
す
る

研
究
者
で
津
山
出
身
の
川
村
清
一
博
士
が

ト
ラ
フ
菌
を
発
見
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
フ
菌
が
付
着
し
た
竹
は
、
通
常
数

年
で
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
、
竹
に
と
っ
て

は
、
た
い
へ
ん
恐
ろ
し
い
病
気
と
い
え
ま

す
。
こ
の
竹
の
病
気
、
周
辺
地
域
自
生
す

る
竹
に
広
が
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で

す
が
、
一
向
に
そ
の
様
子
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
フ
菌
が

繁
殖
す
る
た
め
に
は
、
特
殊
な
自
然
環
境

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
未
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
実

情
で
す
。

　

同
種
の
寄
生
菌
に
よ
る
も
の
に
、
高
知

県
須
崎
市
の
一
部
地
域
で
見
ら
れ
る
ト
サ

ト
ラ
フ
ダ
ケ
と
う
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は
ヤ
シ
ャ
ダ
ケ
で
は
な
く
、

ハ
チ
ク
（
淡
竹
）
に
寄
生
し
ま
す
。
移
植

し
増
殖
を
試
み
た
そ
う
で
す
が
、
他
の
場

所
で
は
、
や
は
り
ト
ラ
フ
が
生
じ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
よ
く
似
た
も
の
で
、
雲
紋

竹
ま
た
は
タ
ン
バ
ハ
チ
ク
（
丹
波
淡
竹
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
斑
文
は
菌

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
生
理
的
な
も
の
な

の
で
、
こ
ち
ら
は
移
植
可
能
で
す
。

　
　
　

（
真
庭
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

国指定天然記念物

��������	


真庭市の
文化財

１
����

データ
トラフ竹自生地
国指定天然記念物
所在：真庭市三阪・
　上河内・中河内

maniwa



このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

　

�
月　

日
、
福
田
橋
下
の
旭
川
を
ス
タ
ー
ト
地

��

点
に
�
・　

㌔
を
下
る
、
第　

回
旭
川
い
か
だ
祭

��

��

り
（
落
合
商
工
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
下
り
の
部
に
は　

、
い
か
だ
の
形
状
を
楽
し
む

��

ゆ
う
ゆ
う
下
り
の
部
に
は
�
、
合
併
間
近
の
市
内

商
工
会
青
年
部
に
よ
る
対
抗
レ
ー
ス
に
は
�
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
早
朝
の
雨
で
旭
川
が
増
水

し
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
準
備
に
奔
走
し

た
大
会
関
係
者
の
期
待
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
雨

も
上
が
り
、
各
い
か
だ
は
出
走
。
両
岸
で
眺
め
る

観
客
か
ら
の
応
援
を
受
け
無
事
、
全
出
場
チ
ー
ム

が
完
走
し
ま
し
た
。
今
年
は
、「
楽
楽
壱
号
」
が
、

　

分　

秒
で
早
下
り
の
記
録
を
更
新
し
、
優
勝
し

��

��

ま
し
た
。

いかだゆらゆら おっとっと

増えた水に苦戦しながらも、全チームが無事ゴールに到着

最
後
の
夏
休
み
の
思
い
出
を

　

�
月
�
日
、
中
和
中
学
校
生
徒
と
教
員
・

保
護
者
合
わ
せ
て　

名
が
、
旭
川
の
源
流
の

��

一
つ
で
あ
る 
下  
和  
川 
を
歩
く 
長
瀞 
体
験
ツ

し
た 

お 

が
わ 

な
が
と
ろ

ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
来
年
で
閉

校
と
な
る
中
和
中
学
校
最
後
の
夏
休
み
に
思

い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
、
同
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
企
画
し
た
も
の
で
す
。
地
元
で
も
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
蒜
山
真
加
子
の
下
和
川
の

流
れ
。
緩
や
か
な
瀞
や
淵
の
川
岸
を
伝
い
な

が
ら
参
加
者
は
約
�
�
上
流
を
目
指
し
ま
し

た
。
普
段
は
ほ
と
ん
ど
人
が
入
ら
な
い
場
所

を
生
徒
た
ち
は
探
検
し
、
中
和
中
学
校
最
後

の
思
い
出
を
、
教
員
、
保
護
者
と
と
も
に
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。

手つかずの自然が残る下和川で思い出づくり

大サーカス団が真庭にやってきた
レニングラード国立舞台サーカス勝山公演

ハラハラドキドキ ！ クマの曲芸

MANIWA ��

見て楽しい
ゆうゆう下りのいかだ

　

真
庭
市
誕
生
を
記
念
し
て
、
�
月

　

日
、
ロ
シ
ア
で
も
っ
と
も
人
気
の

��あ
る
サ
ー
カ
ス
団
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
国
立
舞
台
サ
ー
カ
ス
」
の
公
演
が

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
公
演
は
久
世
エ
ス
パ
ス

振
興
財
団
が
、
新
し
く
誕
生
し
た
真

庭
市
の
融
合
を
目
指
そ
う
と
勝
山
公

演
を
企
画
。
公
演
で
は
、
ス
リ
ル
満

点
の
空
中
ブ
ラ
ン
コ
、
巧
み
な
フ
ラ

フ
ー
プ
、
愉
快
な
ピ
エ
ロ
シ
ョ
ー
な

ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最

も
人
気
を
集
め
た
の
は
ク
マ
の
曲

芸
。
玉
乗
り
や
綱
渡
り
な
ど
見
事
に

調
教
さ
れ
た
ク
マ
の
演
技
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
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まちの話題

�/�� 華麗な市民のオーケストラ
久世エスパス管弦楽団

が、第�回定期演奏会を

エスパスホールで開催

しました。まもなく設立

�年を迎える同楽団。ダ

イナミックにそして重

厚な音色は、音楽ファン

を魅了しました。

�/�� 音楽で市民の輪を広げよう
真庭市民音楽祭が勝山

文化センターを会場に

開催。琴、ジャズ、ロック、

吹奏楽、ミュージカルま

で、市内 ��団体が参加

し多彩な音色を奏でる

とともに、音楽を通した

交流の輪を広げました。

�/�� より早く、より確実に消火
第�回久世消防団放水

訓練大会が久世河川公

園で開催されました。大

会は操法訓練大会に準じ

た方式で行われ、火点の

標的を倒すタイムと操作・

規律なども重視される本

格的な放水訓練でした。

�/� 若い力で農業経営に活力を
八束ふるさとふれあい特

産館（蒜山下長田）がリ

ニューアルオープン。販

売は企業組合「蒜山グリ

ーンフィット」の若き組

合員。農業後継の担い手

づくりの期待も高まっ

ています。

�/� � 早咲きコスモスで花文字
宮地のコスモス街道で水

田小の児童・ＰＴＡが育

てた花文字のコスモスが

咲きました。国体に向け

て、多くの皆さんに見て

もらえるようにという

気持ちが花にも届き、美し

く咲き誇りました。

本に親しむき っかけになれば

キャラバンカーには、児童書がいっぱい

　

�
月　

日
、
児
童
書
を
積
ん
だ
キ
ャ
ラ

��

バ
ン
カ
ー
で
全
国
を
巡
り
、
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
「
全
国
訪

問
お
は
な
し
隊
」
が
久
世
エ
ス
パ
ス
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
は
な
し
隊
メ
ン

バ
ー
ら
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
は
大
変
う
ま

く
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
絵
本
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
は
�
�
�
冊
の
児
童

書
が
積
ま
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
思

い
思
い
の
本
を
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

�
月　

日
に
は
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
に

��

も
お
は
な
し
隊
が
訪
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
本
に
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

広大な真庭市にある文化財を説明

広
大
な
真
庭
の
文
化
財
を
学
ぶ
講
座
開
講

　

�
月　

日
、
初
の
真
庭
市
文
化
財
講
座
が

��

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
教

育
委
員
会
文
化
財
課
が
市
内
か
ら
参
加
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
を
上
回
る　

名
が

��

応
募
。
初
回
講
座
に
は　

名
が
参
加
し
ま
し

��

た
。
第
�
回
は
、
教
育
委
員
会
職
員
が
真
庭

市
の
自
然
や
文
化
財
な
ど
を
、
広
く
知
る
こ

と
の
大
切
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
年
度
の

文
化
財
講
座
は
、
全
�
回
、
会
場
を
移
し
な

が
ら
各
地
域
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
講
座
で
は
現
地
見
学
も
予
定
し
て
お

り
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
直
接
見

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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昔
懐
か
し
い
農
村
風
景
、
自
然
あ
ふ
れ
る

森
林
空
間
。
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
は
県
内
第
一

号
の
農
村
型
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
お
盆
に
行
っ
て
み
る
と
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
い
て
、
魚
つ
か
み
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
な
に
げ
に
話
し

か
け
て
み
る
と
、
都
会
か
ら
の
お
客
さ
ん
が

多
い
よ
う
で
す
。
わ
た
し
の
よ
う
に
田
舎
に

暮
ら
し
て
い
る
と
、
当
た
り
前
の
風
景
の
よ

う
に
思
う
の
で
す
が
、
都
会
か
ら
来
ら
れ
た

方
に
は
、
自
然
を
じ
っ
く
り
楽
し
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
な
の
で
す
ね
。
旅
を

趣
味
と
し
て
あ
ち
こ
ち
に
出
か
け
て
い
ま
す

が
、
美
甘
に
こ
の
よ
う
な
人
が
求
め
る
場
所

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
美
甘
に
来
ら
れ
た
と
き
に
は
寄
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 
�
�
�
�
� 

智
有
さ
ん
談

M A N IWA ��

季

節

を

感

じ

て

涼を求めて   ８月１５日 撮影
撮影者　行安智有 さん  （美甘）

編
集
後
記

まま
にに
わわ
が 
ス
キ
ッ　
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
     
�
��

�
�
�
�
�
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�
月　

日
早
朝
、
前
夜
の
大
宮
踊

��

り
を
取
材
し
た
わ
た
し
は
、
川
上
地

区
で
ひ
ま
わ
り
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
夜
、
念
仏
踊
り
の
取
材
に

訪
れ
た
落
合
の
吉
地
区
で
今
度
は
道

に
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
、
前
日

か
ら
�
に
戻
し
て
い
た
車
の
走
行
メ

ー
タ
ー
を
見
る
と
�
�
� 
� 
を
超
え

て
い
ま
す
。
ん
〜
、
真
庭
市
は
広
い
。

取
材
、
記
事
づ
く
り
、
編
集
作
業
。

い
く
ら
で
も
欲
し
い
我
が
身
の
分
身
。

で
も
、
真
庭
市
の
魅
力
と
情
報
は
伝

え
ね
ば
。
そ
の
一
念
が
、
わ
た
し
を

突
き
動
か
し
ま
す
。 

◯茂
 

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
様
子
を
聞
か

さ
れ
て
い
た
昭
和
の
岡
山
国
体
。
大

き
く
な
っ
た
ら
ま
た
や
っ
て
く
る
ん

だ
な
、
ぐ
ら
い
に
思
っ
て
い
た
ら
も

う
目
前
。
�
月
に
は
な
ん
と
国
体
が

始
ま
る
ん
で
す
。
今
回
、
国
体
開
催

地
域
の
方
に
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
形
は
変
わ
れ
ど
、
国
体

準
備
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
岡
山
に

や
っ
て
来
る
と
き
に
は
、
わ
た
し
は

…
。
一
生
に
一
度
の
経
験
と
し
て
、

取
材
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

�福
 


